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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 メニエール病については種々の研究が行われてきた

が，なお不明な点が多い．このうちメニエール病の経過

に伴う内耳機能の変化はその病態を理解する上で重要で

あるにもかかわらず，充分な研究が行われていなかっ

た．そこで，メニエール病患者のうち最終発作後にも経

過を観察しえた症例を集め，経過に伴って内耳機能がど

のように変化するか，およびめまい発作が停止した後に

内耳機能はどのような状態になっているかについて研究

を行なった．

 研究対象

 最近10年間に東京女子医科大学耳鼻咽喉科を受診した

メニエール病確実例256例のうちから，1年以上めまい

発作のないこと，およびめまい発作のない期間がそれま

での最長発作間隔より長いことの2つの条件を満たす治

癒例86例93耳を選び，研究対象とした．メニエール病確

実例の診断は，厚生省メニエール病研究班による診断基

準に準じた．

 研究方法

 各症例における経過を，初発発作前，・初発発作から最

終発作までの期間の前1！3である前；期，その中1／3の中

期，その後113の後期，最終発作後という5つの病期に

分類した．内耳機能については，聴力検査および平衡機

能検査を行ない，それらの検査成績と検査の行なわれた

病期との関係を検討した．

 研究結果およびまとめ

 1） メニエール病の経過を，初発発作前，前期，中

期，後期，最終発作後の5つの病期に分類し，病期の進

行に伴う聴力の変化を調べたが，一定の傾向は認められ

なかった．最終発作後の聴力については，30dB以上の

難聴は53耳中28耳（53％）で，残りの47％は30dB未満

の例であった．

 しかし罹病期間について3年以上の例，発作回数につ

いて6回以上の例に限った場合には，いずれも経過に伴

う難聴の増悪傾向がみられた。

 2）半規管機能について各々の病期との関係を調べた

が，罹病期間を3年，発作回数を6回で区切つた場合に

も経過に伴う増悪傾向はみられなかった．最終発作後の

半規管機能については，．正常であったものが42耳中17耳

（40％），中等度以上の半規管麻痺が22耳（52％）であ

った．

 3）聴力と半規管機能との相関を，初診時におけるメ

ニエール病患者220例（患耳236耳）および最終発作後の

37例（患耳42耳）について調べたところ，どちらか一方

のみの障害例が約1／3あり，蝸牛と半規管とにおける障

害がかなりの例で分離しておこることがわかった．

 4） 多変量：解析法を用いてメニエール病患者の特徴抽

出を行なった結果，疾患の持続と聴力との問には関連の

あることが判った．しかし聴力以外の諸因子については

特徴的な関係は見出されなかった．

 以上のようにメニエール病における内耳機能は，めま

い発作の治癒後という病期に限ってみても多様であり，

また経過に伴う一定の変化も見娼されなかった．したが
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つて，その病因の解明はこのような多様な内耳病態の理  解に基いて行う必要があることを強調した．

                 論 文 審 査 の 要 旨

  本論文は，めまい発作の治癒後の症例を含めたメニエール病の全経過における内耳病態を，聴力お

 よび半規管機能の面より研究したものである．本疾患の病因解明に寄与するところ大なる論文と認め

 る．
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